


◀環境配慮

「緑の募金」活動を実施
竹田東京プロセスサービスは、自動販売機を活用した「緑の募金」活動を行っています。自販機の月間売

上金のうち約10％を公益社団法人国土緑化推進機構に寄付しており、年間で1万円以上の寄付が集まった
結果、愛知県緑化推進委員会から「緑の募金協力プレート」が授与されました。購入を通じた継続的な支援
が、地域の緑化活動に貢献しています。

“2024年度のサステナビリティに関する活動報告”
～サステナビリティ推進室より～

E
Environment

［環境］

2024年も気候変動の影響が深刻化し、世界各地で異常
気象や自然災害が頻発しました。とりわけ、地球温暖化に伴
う極端な少雨や高温により、山火事のリスクが高まるなど、
環境リスクが一層深刻化しています。

こうした状況を踏まえ、竹田ｉＰグループでは、環境に配
慮した取り組みと事業の持続的な成長が両立することを目
指し、適宜設備の更新を行いながら、2023年度に定めた温
室効果ガス排出量削減目標に沿って行動を進めています。

2024年度においては、当社グループ（国内連結子会
社※）の温室効果ガス排出量は9,578t-CO2eとなり、
2020年同期比26.4％減少（▲3,430t-CO2e）を達成
しました。一方、前年同期比1.9％増加（+183t-CO2e）
となっており、引き続き削減努力が求められる状況です。

竹田東京プロセスサービス湘南藤沢センターの照明器具
を全面的にLED化し、北陸センターの生産エリアもLED化 
することで、エネルギー効率の向上に貢献しました。加えて、
プロセス・ラボ・ミクロンにおいては、拠点の統廃合を実施
し、設備集約によるエネルギー効率の向上と環境負荷の低
減を図りました。

竹田ｉＰグループは、今後も「環境負荷の低減」と「企業
価値の向上」の両方を追求し、持続可能な社会の実現に向
けて取り組んでまいります。
※国内連結子会社… 竹田印刷、光文堂、竹田東京プロセスサービス、プロセス・

ラボ・ミクロン、日栄印刷紙工、東海プリントメディア、
光風企画

S
Social
［社会］

2024年は、人的資本経営に対する社会的な期待が一層
高まりました。経済産業省が実施した調査結果によれば、企
業における経営戦略と人材戦略の連動や人的資本の情報
開示などの取り組みが進展する一方で、具体的な推進体制

や施策の運用に課題を抱える企業も少なくない状況が明ら
かになっています。

こうした社会的潮流の中、竹田ｉＰホールディングスお
よび竹田印刷では、「人材育成体系」と社員教育の年間ス
ケジュールを可視化し、社員が主体的に学びに参加できる
よう配慮した取り組みを推進しました。

また、竹田印刷では本社移転プロジェクトチームが発足し、
社員が自律的に課題解決や新たな職場環境づくりに取り組
む風土が醸成されつつあります。こうした活動が、社員の成
長意欲の喚起と組織の活性化に大きく寄与すると期待して
います。また、対象範囲を拡大した持株会制度を通じて社員
の経営参画意識の高まりが促されており、グループ全体とし
ての一体感醸成につながっているものと考えています。

健康経営の分野では、竹田ｉＰホールディングスと竹田
印刷の2社が、2025年3月10日付で「健康経営優良法人
2025（中小規模法人部門）」に認定され、いずれも2年連
続の認定取得となりました。

竹田ｉＰグループはこれからも、行動規範に掲げる「仲
良く朗らかに元気よく働ける」組織を目指します。

G
Governance
［ガバナンス］

世界的にガバナンスの重要性が再認識されるなか、
2024年度も竹田ｉＰグループは、企業統治体制の一層の
強化に努めました。取締役会の実効性評価を実施し、社外
取締役の議論を活性化する運営や、リスク管理体制の再構
築を進めました。

また、取締役会の多様性確保にも注力し、これまで在任し
ていた女性役員1名に加え、2025年6月に開催された株
主総会において、さらに1名の女性役員が新たに選任され
ました。これにより、女性役員は2名体制となり、多様な視
点を経営に反映する基盤が一層強化されています。

子会社モニタリングの強化についても継続的に取り組
み、不正の未然防止体制の徹底を図っています。

竹田ｉＰグループは、ガバナンス強化を通じて持続可能
な企業価値向上を目指してまいります。
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◀障がい者アートの活用-1

「Innovation Print Awards 2024」にて、マルチピース部門第2位を受賞
2024年6月に竹田印刷は、富士フイルムビジネスイノベーション株式会社様主

催の当コンテストにて、マルチピース部門第2位を受賞しました。受賞作『TAKEDA 
ｉＰ SDGs promotion items』は、障がい者アートを活用し、イベントや展示会で
のノベルティや、障がい者アート作家の個展DMを制作。特殊色や竹紙などの特性を
活かして作品にさらなる個性と魅力を加え、障がいのある方々の多様な表現を引き
出す取り組みが評価され、受賞に至りました。

◀障がい者アートの活用-2

障がい者アーティストの雇用を開始
2024年10月より竹田印刷は、アーティスト あべくるみさんを「アート雇用※」として採用し、新たな社員として迎えました。 

竹田印刷は今後も、障がいのある方の芸術・文化活動支援を通じて、障がいのある方が社会との交流を広げられるよう、ダイバー
シティ＆インクルージョンの実現に向けた活動を推進してまいります。
※ アート雇用：在宅または作業所に通っている方が、自宅で創作活動を行う条件で会社と雇用契約を結び、月に１回程度業務内容を報告するという、変則的な在宅勤務

の雇用形態。愛知県障害福祉課と愛知労働局、ハローワークが共同して、全国に先駆けて進めている取り組み。

Topic

竹田印刷が企画・デザインのサポートを行ったアール・ブリュット作品が、
株式会社ジェイアール東海ホテルズ様の制服アイテムに採用 

竹田印刷は、東海旅客鉄道株式会社様の特例子会社である株式会社ジェイアール 
東海ウェル様（本社：名古屋市港区）から受注し、株式会社ジェイアール東海ホテルズ様
が展開する全6ホテルの制服アイテム（スカーフやポケットチーフ）において、企画・デザ
インのサポートを行いました。各ホテルの拠点となる地域の障がい者施設に直接訪問
し、支援員の皆様のご協力を得て、制服アイテムとアート作品とのコラボレーションが実
現しました。名古屋JRゲートタワーホテルでは、当社で
アート雇用契約を結んでいるフォントデザイナー 伊山
英吾さんの作品を採用。地域の施設と連携した本取り
組みは、障がいのある方が地域社会に関わる機会を広
げ、多様性を尊重する社会の実現に貢献しています。

左から　 伊山英吾さんのお母様、 
伊山英吾さん、 
本件の担当デザイナー

◀社会貢献活動-1

製造工程で余った紙を使用した“残紙ノート”を寄贈
竹田印刷は、印刷工程にてやむを得ず発生してしまう余剰用紙「残紙」を再活用

し、「残紙ノート」を制作。地域の子どもたちへ寄贈しました。紙資源を多く扱う印刷
会社として、ものづくりの過程や資源の大切さを伝えるとともに、持続可能な社会環
境づくりに貢献しています。

◀社会貢献活動-2

愛知大学生によるアップサイクル商品制作のサポートを実施
竹田印刷は、愛知大学「愛LAND」の学生が、タイの山岳少数民族の子どもたちが

暮らす学生寮「カサロンの家」を支援するために行う、アップサイクル商品の企画・
制作をサポートしました。ゾウのフンから作られた紙「プープーペーパー」を用いた 
しおりやうちわの制作において、デザインや印刷、ワークショップの運営をサポート。
販売利益は、現地の子どもたちの生活・学習支援に役立てられます。
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